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緒方洪庵が生きた時代

　緒方洪庵（1810～1863）は，江戸・幕末期の大坂に
適塾を開設（1838年）し，蘭学の第一人者として，福
沢諭吉・大村益次郎・長与専斎をはじめとする日本の
近代化に貢献する多彩な人材を育成した。洪庵の学問
的業績は多岐にわたるが，その主著は，病理学総論で
ある『病学通論』，ドイツの医学者フーフェランドの内
科書の翻訳『扶

ふ

氏
し

経
けい

験
けん

遺
い

訓
くん

』，コレラの治療指針『虎
コ

狼
ロ

痢
リ

治
ち

準
じゅん

』で，これらは版本として刊行された。ほかに
『医薬品述語集』，『和

オランダ

蘭局
きょく

方
ほう

』や『人
じん

身
しん

窮
きゅう

理
り

学
がく

小
しょう
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かい

』な
ど写本としての著作も多数残されている。また，幕末
を代表する蘭方医として活躍し，幕府奥医師として生
涯を閉じた。洪庵の医療実践のうち，特筆すべき社会
的活動として 2つを挙げることができる。第一は種痘
事業で，1849年に日本で初めて実践された牛痘種痘法
を直ちに大坂でも行い，日本各地に広めた。第二はコ
レラ治療で，両者は現代の予防医学や公衆衛生にもつ
ながる先駆的な功績となる。1858年のコレラの大流行
に際して，その治療法が記された蘭書をいち早く翻訳
して『虎狼痢治準』と題した小冊子を緊急出版した。
後に洪庵は多くのコレラ患者の治療経験から，日本人
に適した薬用量やコレラ経過中の諸症状改善に有効な

独自の治療の必要性を，門人に与えた手紙の中で説明
している。このように，洪庵は理論・実践の両面から
西洋医学の導入に努め，日本における近代医学の確立
に主導的役割を果たした。有形の文化的所産として知
られる「緒方洪庵の薬箱」は，後世，大阪大学に受け
継がれていく学術資料であり，国際的視野に立った医
療貢献を目的とする薬物探究の起源を物語る。薬箱を
構成する実体物（容器・薬物・器具類）は，江戸期の
蘭学など洋学の受容から生み出された高水準の医薬知
識・技術が具現化したものとして，製剤技術や洪庵の
治療観に迫る実地臨床解析が可能である。

洪庵が実地臨床で使用した2つの薬箱

　大阪大学には約 5000件に及ぶ適塾関係資料（医学
書・刊行書・書簡）とともに，洪庵が往診に携行した
薬箱が 2点（壮年期・晩年期使用。図 1）現存する。そ
れらは，内容物を残したまま現在に伝わっている。壮
年期の薬箱には紙製の薬袋に入った丸剤（10種）と刻
み生薬（内容物残存 57袋）が収納されていた。壮年期
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図 1　緒方洪庵の薬箱
右：壮年期使用薬箱。1942 年緒方栽吉氏より寄贈。左：晩年期使用薬箱。
2015 年緒方惟之氏より寄贈。
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薬箱の調査では，内容物が刻み生薬
中心だったことから，デジタルマイ
クロスコープなどによる比較形態学
的検証と洪庵が薬袋に残した 2文字
の生薬名（一部洪庵独自の表記）か
ら内容物の同定を進め報告してき
た 1, 2）。3～5段目の残存生薬は外部形
態より，植物地上部 32種，地下部
21種，非植物体 2種を鑑別した（図
2）。性状は乾燥体で細かく裁断・破
砕状態だが，根・花・葉・種子・果
実などの薬用部位は目視で明確に判
別できる（図2）。これら薬物は幾

き

那
な

，
蘭
らん

苔
たい

，實
き

芰
じ

など半数以上が和蘭局方
収載生薬であることから，洪庵は蘭
方・漢方薬併用治療を実践したこと
が数値的に示唆できる 1, 2）。
　一方，晩年期の場合は主として液
体や固体の製剤化された薬がガラス
瓶（薬瓶）22本と木製の筒状容器
（木筒）6本に収められていたが，こ
れまでの保存環境や経年劣化により
約半数が開栓不能になっていた（図
3A, B）。また，内容物は製剤，すな
わち抽出物や化合物が主であり，外
観での判別が困難である。内容薬物
名は漢字一文字の略名表記（一部ラ
ベルが剥落・消失）は，洪庵やその
一門が理解できる符丁のようなもの
で，一般的な略号ではない。その上，医療文化財的貴
重資料の分析は，非破壊で行う大前提がある。まず，
略名解読は洪庵関連文献に基づく薬史学的手法で絞り
込み 2, 3），図 3Bに示した。さらに理化学的手法として
ミュオン特性 X線分析 4, 5）に着目した。

文理融合研究： 
ミュオンで開かずの薬瓶に挑む

　ミュオン特性 X線は蛍光 X線の約 200倍のエネル
ギーを持ち，物質中での高い透過能から，表面に限ら
ず，対象資料の任意の深さにおける非破壊元素分析が
可能という特徴がある。その性質に着目し，ミュオン
ビームを用いたガラス瓶内薬物の元素組成解明を志向
した 4, 5）。
　ミュオン特性 X線分析は原理的に元素分析法で，一
般的に有機物の測定には適さないと考え，内容物が無
機化合物と推定できる測定対象を最終候補とした。ラ
ベル「甘」の瓶は四角形で，中に白色の粉末が約 13 
mmの高さまで遺っていた（図 3C）。本草考証では「甘

草」「甘
かん

汞
こう

」の 2つの薬物名が見いだされた。「甘草」
は現在でも漢方薬に多く配合される生薬で，現在はマ
メ科のGlycyrrhiza glabraやG. uralensisの根やストロンが
用いられる。外皮は赤褐色～暗褐色で内部は淡黄色
（図 2E）であるが，「甘」の内容物は白色の粉末であっ
たため，少なくとも甘草の粉末や抽出物であるとは考
えにくい 1, 2）。一方の「甘汞」は Calomelとも称される
塩化水銀（I）（Hg2 Cl 2）を指す。当時は下剤などとして用
いられており，外観も白色の結晶性粉末とされている
ため，「甘」の内容物は塩化水銀（I）であろうと推定し
た。
　選定した薬瓶の測定は，茨城県東海村の J-PARC（大
強度陽子加速器施設）のMUSE D2エリアにて，J-PARC

共同利用実験 2019B0314としてミュオン特性X線分析
を行った 4, 5）。運動量 55 MeV/cで 12時間ミュオンビー
ムの照射を行った結果，ゲルマニウム半導体検出器に
より得られたミュオン特性 X線スペクトルを図 3Dに
示す。

図 2　壮年期薬箱由来生薬基原の新知見一覧
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　検出された元素は水銀，塩素，酸素，ケイ素，鉛で
ある。このうち，酸素，ケイ素，鉛は強度が低かった
が，事前の蛍光 X線分析により，晩年期のガラス薬瓶
は鉛を含む約 3 mmの「鉛カリガラス」であることが
判明しており薬瓶由来のものと判断した。測定対象の
薬瓶は底面の一辺が約 18～19 mmの小さな瓶で内寸
の幅がビーム径を下回ったため薬物のみに照射するこ
とは困難であった。一方，水銀と塩素の X線は内部の
薬物に由来するものと考えられる。さらに水銀と塩素
の強度比から，塩化水銀（II）（HgCl 2）ではなく塩化水銀
（I）と考えられ，瓶内部の薬物は塩化水銀（I）ではない
かとした本草考証と一致した 4, 5）。

洪庵の治療戦略：最先端医療への挑戦

　洪庵が最先端の医学知識を取り入れ，実地臨床に応
用しようとした姿勢を『和蘭局方』抄訳から解析する
と複数の疑問点がある 3）。原書は“Nederlandsche apoth-

eek., s-Gravehage, 1826.”だが，紙面は
第二篇から始まり，序文・凡例や第
一篇部分がない。第二篇は「製煉可
以倎医薬品」類で，第三篇は「複方
諸薬」，続いて「和蘭局方植物編」の
三部分から構成される。第二篇・第
三編の末尾途中に，「乙未春（1835

年）譯之　公裁誌」の日付署名があ
る。その他，扉見返し裏側部分に製
剤原料と製造途中の説明らしき 3行
の文字列が残ること，植物編の後半
部に薬物の重複箇所の存在，冊子末
尾には，出典が原書より新しい年代
の「和蘭局方」以外と思われる事項，
「硫

い

黄
おう

亜
エ ー テ ル

的児製法」「𠹭
コロ

囉
ロ

㕫
ホル

水
スイ

（クロ
ロホルム）製法」が追記されている。
結果的に，洪庵が必要とする知識情
報が，別々な書に分かれて収載され
ていただけで，重複部分が省力さ
れ，むしろ実用性に特化した洪庵自
身のための抄訳だったと考える 3）。
洪庵の修業時代にオランダ語の医学
書を読む力を貯えながら勉学した成
果は，洪庵の学問的領域の広さの基
盤となる。洪庵が，基礎医学と臨床
医学に基づく診療が実践できたの
は，西洋医学を単に現象論だけでな
い理論に裏打ちされた完成度の高い
学問として理解できていたためであ

ることが示唆される。

結語

　洪庵は多様な感染症が流行した時代の実地臨床家で
あり，薬箱研究から見える新しい薬物を積極的に導入
した治療の姿は，未知なる疾患群に脅かされる現代に
とって温故知新の示唆に富む。すなわち，洪庵の治療
戦略を知ることは，新型コロナウイルスなどに脅かさ
れる今日，治療薬やワクチン確立までの初期治療や感
染・重症化予防に対する東西融合医療を行う上で有用
であると考える。
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図 3　晩年期使用薬箱の新知見一覧


